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はじめに 

 
 
 

本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「太陽光発電システム効率向上・維持管理技術開発プロジェクト」（事後評価）

の研究評価委員会分科会（２０１９年１０月２３日）において策定した評価報告書（案）の

概要であり、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３３条の規定に基づき、第６１回研究

評価委員会（２０２０年５月１５日）にて、その評価結果について報告するものである。 

 

 

 

２０２０年５月 

 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

         研究評価委員会「太陽光発電システム効率向上・維持

管理技術開発プロジェクト」分科会 
（事後評価） 

 

分科会長 髙倉 秀行 
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「太陽光発電システム効率向上・維持管理技術開発プロジェクト」 

（事後評価） 

評価概要（案） 

 
１．総合評価 
 システム全体の発電量の増大や低コスト化・高機能化の実現に向けた技術開発と、喫緊の

課題である安全性確保を扱う本事業は、太陽光発電の普及のために必要不可欠である。目標

が定量化されており、多くの個別テーマにおいて達成されている。PCU・架台などのハード

ウェアから維持管理に関連するソフトウェアまで幅広く開発・研究がなされており、競争力

を持つ優れた成果が得られたテーマがある。また、策定されたガイドラインは基準設計の明

確化につながる。 
一方、初期コスト高により導入不採用とならないよう一層のコスト低減の方策が必要であり、

保証を含めた施工の検討が必須なテーマもある。また、被災地の被害状況を全関連機器につ

いて調査し、研究に反映すべきである。世界市場を睨んだ取組や、成果を広く周知する積極

的な情報発信などの普及活動が望まれる。 
太陽光発電を取り巻く状況は予想以上のスピードで推移しており、得意分野の異なる各事業

者の成果を集結できるように、事業組織全体で連携し相互フィードバックしながら一体開発

する取組を強化する必要がある。 

 
２．各論 
２．１ 事業の位置付け・必要性について 
再生可能エネルギーの導入は、エネルギーセキュリティ向上及び地球温暖化の観点から重

要な課題である。本事業は、太陽光発電の普及のために、システム全体の発電量増大や低コ

スト化・高機能化に向けた技術開発と、今後ますます重要となる安全性確保を目的としてお

り、意義がある。また、市場調査やガイドライン策定、各機器の開発など広い分野での研究

実施は評価できる。公共性が高い上、個別企業・団体単体では実施困難な個別テーマが多い

事業なので、NEDO の関与が必要である。 
一方で、自然災害対策に関しては、台風や地震だけでなく雷や洪水の安全対策も研究すべ

きと考えられる。 

 
２．２ 研究開発マネジメントについて 
市場動向を把握するための動向調査を行いプロジェクトの全体推進に役立て、また、定期

的に推進委員会で議論し、テーマの追加や停止、負担割合を柔軟に変更するなど適切に進捗

管理された。個別テーマのコストおよび効率の目標、スケジュールなどは今後の需要の流れ

に見合い、明確で挑戦的に設定されており、適切にマネジメントされている。 
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一方、多くのテーマを俯瞰する委員会を設置して、相互に成果を取り入れる一体化した体

制があっても良かった。個別テーマによっては、異なる専門家の見解が必要なものもあった。

目標達成に必要な要素技術を網羅できたかについては疑問が残る。また、成果をどのように

普及させるかを具体的に検討すべきである。国際社会での競争に対する貢献や成果の事業化

を強く意識したマネジメントが望まれる。 

 
２．３ 研究開発成果について 
本事業では、製造コストだけでなく長寿命化によるコスト低減や、自然災害からシステム

を守る技術開発にも取り組み、期間途中で見直しが行われたテーマを除いてほぼ最終目標を

達成し、また、成果は学会発表等で情報発信されている。特に、新建材一体型モジュールや

耐風安全性を考慮した合理的設計手法などは、高水準の新技術開発が達成されている。AC
モジュール（交流出力太陽電池モジュール）や長寿命 PCU、冬季積雪地帯のアレイ開発は

高く評価できる。安全性を担保する設計基準の確立・ガイドラインの策定にも成果がある。 
一方で、耐久性に関するテーマでは、実証期間延長が必要である。自然災害向けの維持管

理技術開発では、詳細に被災状況を調査すべきである。また、コスト低減を進めるべき個別

テーマもある。 
さらに、特許出願できないノウハウ成果を何らかの形でアピールする事や、成果の国際標

準化の試みが望まれる。同一事業内で多岐に亘る成果が具現化されているので、安全性と維

持管理のように連携できるところは連携すべきである。 

 
２．４ 成果の実用化・事業化に向けた取組及び見通しについて 
システム効率向上や発電単価低減ならびに長寿命化は、需要が見込まれる事が期待でき、

実用化・事業化に際して妥当な戦略である。建材一体型モジュールで屋根材コスト、施工コ

ストが低減されるなど、架台、AC モジュール、PCU、システム診断など多くの個別テーマ

にて実用化・事業化に向けて進展した。壁面設置太陽光発電システムでは ZEB（ネットゼ

ロエネルギービル）に向けての期待値が上がり、また、強度検証については設計ガイドライ

ンの作成レベルに達しておりほぼ実用化ができた。安全に関する周知活動としてセミナー11
カ所は評価できる。 
 一方で、実用化・事業化の具体的計画が立てられていない事業については、問題点の解決

や事業自体の見直しなど、実現に向けた検討が必要である。また、コスト低減や施工に課題

のあるテーマもある。さらに、国際的な競争力が持てるようなシステム技術や安全設計手法

の開発を進める事が重要である。開発した製品やガイドラインが使われるように、継続した

普及活動を進めるべきである。 
安価な製品が市場を席巻しているが、一部には安全性に劣る技術が含まれている可能性が

あり、対抗する技術として、開発品の実用化・事業化を期待する。 
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３．評点結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 3.0 A A A A A A A 

２．研究開発マネジメントについて 2.1 A B A B B B C 

３．研究開発成果について 2.1 B B A B B A C 

４．成果の実用化・事業化に向けた取組及

び見通しについて 
1.7 B B C B B B C 

（注）素点：各委員の評価。平均値は A=3、B=2、C=1、D=0 として事務局が 
数値に換算し算出。 

 

〈判定基準〉  

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 

・非常に重要          →A 
・重要             →B 
・概ね妥当           →C 
・妥当性がない、又は失われた  →D 

・非常によい         →A 
・よい            →B 
・概ね妥当          →C 
・妥当とはいえない      →D 

２．研究開発マネジメントについて 
 
４．成果の実用化・事業化に向けた 

取組及び見通しについて 

・非常によい          →A 
・よい             →B 
・概ね適切           →C 
・適切とはいえない       →D 

・明確            →A 
・妥当            →B 
・概ね妥当          →C 
・見通しが不明        →D 
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